
第１回分科会における委員ご意見について

第２回 時代に即した組織運営・人材戦略に関する分科会
資料１
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第１回分科会における委員からのご発言（要旨）

【若い方や女性の方の意見聴取】
〇 今後の検討過程において、可能な範囲で若い方や女性の意見を吸収する機会を設けてはいか

がか。

【復旧・復興支援 技術職員派遣制度の活用状況】
〇 県が市町村の事務を補完するという形で、要はプールで採用して派遣をするということにつ

いて、進めてほしいという意見、あるいは難しいという意見も紹介されているが、令和７年度
の地方財政対策において、ＤＸ人材について同様の施策が新しく打ち出されている。同様の仕
組みとして、土木技術職員の都道府県でプールして派遣する制度というものがあるが、この制
度の活用状況や、どれだけ有用であるのか、もし分かるようなものがあれば、お示しをいただ
きたい。

【人材ポートフォリオの作成事例】
〇 デジタル化社会の中で自治体における人材ポートフォリオはどうなるのか、策定している先

進的な自治体が既にあれば、教えていただきたい。新しい社会の中での地方自治体の人材ポー
トフォリオを各自治体で検討していくというのは、重要なのではないか。

【タレントマネジメントシステムの導入コスト】
〇 生駒市のタレントマネジメントシステムについて、コストがどれぐらいかかっているのか、

また、資料の中では業務の削減に寄与している面もあるということなので、投資対価をどのよ
うに見ているのか。生駒市は人口約１２万人、職員数８５０人程度の自治体とのことだが、ど
れぐらいの規模以上の自治体であれば即導入ができる、あるいは小規模過ぎる場合は費用に見
合っていないようなことにもなってくると思うので、ご教示いただきたい。

※事務局が議事録を基に要約したものであり、実際の委員の発言とは異なることに留意。
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2026年卒大学生公務員のイメージ調査①

調査概要

〇 内容：マイナビ2026年卒大学生公務員のイメージ調査

〇 調査期間：2025年1月10日（金）～1月24日（金）

〇 調査対象：マイナビ2026会員のうち「2026年春」に卒業予定の大学３年生・

              大学院１年生（1,796名）

〇 調査方法：マイナビ2026全会員にWEB-DMを配信。WEBアンケートにて回答。

調査結果

【就職先として考えているか】
➢ 公務員を就職先として「考え

ている」学生は22.2%でやや
減少し、３年前（23年卒）と
同水準に戻る

➢ 「考えたがやめた」学生は
39.0%で、前年から微減

※出典：マイナビ「2026年卒大学生公務員のイメージ調査」 https://career-research.mynavi.jp/reserch/20250217_92182/
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2026年卒大学生公務員のイメージ調査②

【インターンシップ参加割合】
➢ いずれかの公務員のインター

ンシップ・仕事体験に参加し
た学生は19.5%で、４年連続
増加

※出典：マイナビ「2026年卒大学生公務員のイメージ調査」 https://career-research.mynavi.jp/reserch/20250217_92182/

【公務員になりたい理由】
➢ 公務員を就職先として「考え

ている人」と「考えたがやめ
た人」ともに、１位は「安定
している」、２位は「休日が
しっかりとれる」

➢ 両者の差が大きかった項目は、
「社会的貢献度が高い」「社
会・市民のために働ける」

※地方公務員（都道府県）6.7%
地方公務員（市区町村）6.6%
国家公務員（総合職）4.2% など



4

2026年卒大学生公務員のイメージ調査③

【どのようにすれば公務員にな
りたい気持ちが高まるか】

➢ 「堅苦しいイメージが払拭さ
れれば（34.2%）」が最も多
く、続いて「公務員の待遇が
改善されれば（33.2%）」
「仕事内容について知る機会
があれば（32.6%）」

※出典：マイナビ「2026年卒大学生公務員のイメージ調査」 https://career-research.mynavi.jp/reserch/20250217_92182/

【インターンシップ参加目的】
➢ 公務員のインターンシップ・

仕事体験に参加したいと回答
した割合は約４割

➢ 参加する目的で最も高かった
のは「特定の官公庁や公務員
のことをよく知るため
（67.1%）」

※就職先として公務員を「考えたがやめ
た」「もともと考えていない」学生に限
定して質問
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2026年卒大学生公務員のイメージ調査④

【公務員の仕事についての情報
量（民間との比較）】

➢ 民間企業と比べて、「情報量
が少ない」という回答が
73.9%

➢ 「詳しい仕事内容についての
情報」が少ないという回答が
74.2%と最も多いほか、「福
利厚生や待遇などの情報」が
少ないと思う割合が31.3%で
前年より増加
※出典：マイナビ「2026年卒大学生公務員のイメージ調査」 https://career-research.mynavi.jp/reserch/20250217_92182/

【民間との併願割合】
➢ 民間との併願割合は77.9%

➢ 併願する理由は、「公務員試
験に落ちた場合の保険
（69.5%）」が最多で、続い
て「様々な仕事をみておきた
い（36.2%）」、「公務員の
結果通知が遅い（35.5%）」
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2026年卒大学生公務員のイメージ調査⑤

【低学年時の職場体験】
➢ 低学年時（高校生～大学２年生）の

段階で官公庁が実施する職場
体験に参加してみたかったと
回答した学生は52.8%

➢ そのうち９割を超える学生が、
参加して必要な情報が得られ
るとしたら、公務員志望度に
「影響したと思う」と回答

※出典：マイナビ「2026年卒大学生公務員のイメージ調査」 https://career-research.mynavi.jp/reserch/20250217_92182/

【公務員試験の新しい取り組み
や制度の認知度】

➢ 公務員を「考えている」学生
の認知度が最も高かったのは
「民間と同じ適性検査を導入
した自治体があること
（60.9%）」

➢ 続いて「試験区分・コースな
どを新設し、門戸を広げた自
治体があること（51.3%）」



短期派遣

中長期派遣

①技術職員（土木、建築、農業土木、林業）

被災県 被災市町 派遣人数 被災市町 派遣人数 被災市町 派遣人数

石川県

輪島市 ３６人a 珠洲市 ３６人a 能登町 ３６人a

穴水町 ２２人a 七尾市 １７人a 志賀町 ７人a

ほか８市町 ２８人a

富山県 ４市 ２７人a 合計 １８市町 ２０９人

②一般事務職員等（一般事務（固定資産の評価等）、電気、機械、保健師、管理栄養士等）

被災県 被災市町 派遣人数 被災市町 派遣人数 被災市町 派遣人数

石川県

輪島市 ２０人a 珠洲市 ２３人a 能登町 １６人a

穴水町 ７人a 七尾市 １８人a 志賀町 ９人a

ほか４市町 １６人a

富山県 １市 １人a 合計 １１市町 １１０人

辞令交付式 契約事務等 公費解体書類審査業務現場での測量業務

①総括支援チームの派遣（災害マネジメント支援等のための専門チームの派遣） ⇒ ６月２１日に終了

②マンパワーの派遣（避難所の運営・罹災証明書の交付等の災害対応業務を担う職員の派遣） ⇒ ８月４日に終了

災害マネジメント支援 罹災証明書の交付に
向けた住家被害認定避難所運営

最大時（１月２６日時点） ： １，２６３人

延べ人数 ： １１５，９５９人
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令和6年能登半島地震における応援職員の派遣



都道府県等

○ 近年、多発する自然災害への対応や、公共施設の老朽化を踏まえた適正管理が求められる中で、小規模市町村を中心に技術

職員の不足が深刻化

○ さらに、大規模災害時において、特に、技術職員の中長期派遣のニーズが高い状況

都道府県等が技術職員を確保し、平時に技術職員不足の市町村を支援するとともに、大規模災害時の中長期

派遣要員を確保する仕組み

都道府県等※が
市町村支援業務のための技術職員を配置

（Ａ）技術職員不足の市町村支援（平時）

事前登録された技術職員数を基に、
地方三団体及び指定都市市長会とともに派遣調整

（Ｂ）中長期派遣要員の確保（大規模災害時）

市町村支援

・「市町村支援業務に従事
する技術職員数」

・「中長期派遣可能な技術
職員数」

のいずれか小さい方の
職員数に係る人件費に、
地方交付税措置

※令和５年度から地方交付税
措置の要件を緩和（増員さ
れた技術職員数の範囲内とい
う要件を廃止）

地方交付税措置

中長期派遣対応
技術職員

（1,000人程度の確保を目指す）

事前登録

技術職員（土木技師・
建築技師・農業土木技
師・林業技師）を
都道府県等※で確保

※市町村間連携として、他市町村の支援業務のために技術職員を確保・配置する市町村を含む

・R6.4.1現在の登
録者数：399名

→被災地に技術職員138
名を派遣中

※上記の要件緩和に併せて、
以下の項目を内容とする
「技術職員確保計画」の策
定を要請
・令和10年度までの技術職
員確保の具体的な数値目標

・技術職員確保の具体的な
取組

・災害査定・復旧事業
・公共施設管理・点検
発注業務 等
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復旧・復興支援 技術職員派遣制度（令和２年度～）
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復旧・復興支援技術職員派遣制度に係る市町村支援業務

○ 都道府県は、

・ 市町村へ職員を派遣（福井県、熊本県等）

・ 都道府県が市町村事業の受託（茨城県、和歌山県等）

・ 建設技術等について、市町村への技術的な相談体制の強化（長野県、香川県、鹿児島県等）

・ 県建設技術センター等への職員派遣（徳島県等）

等の手法により、

①公共工事の発注関係事務

調査・設計、発注準備、建築技術指導、施工状況の確認 等

②公共施設等の点検・補修等に係る業務

橋りょう、トンネル、ため池、林道等の点検・補修 等

③災害復旧事業の計画立案や災害査定等に係る業務

災害復旧事業計画の作成支援、 災害査定の立会い、 公共土木施設等の災害復旧事業の助言・技術指導
・工事検査、土地区画整理事業・宅地整備事業の支援 等

等について市町村支援業務を主たる業務とする職員を配置し、市町村を支援。

１．概要
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福井県
＜支援方式＞

市町において確保が困難な職種（土木、建築、農業土木、林業）

の業務を支援するため、県の技術職員を市町に派遣（併任）する

仕組みを創設し、市町に２年間派遣

※ この他自治法派遣による支援もある（給与は派遣先市町負担）

＜支援内容＞

派遣された職員は、新幹線に関連する工事の発注・監督業務や、

突発的な災害復旧事業等、大規模な土木事業等に従事し、市町

業務を支援

２．手法別の具体的な取組内容

① 市町村へ職員を派遣して市町村業務に従事

＜支援方式＞

県の技術職員を上乗せして採用し、市町村への職員派遣（自治法派遣、協定に基づく併任など）や地域振興局に

県の技術職員を配置して、市町村の要望に応じた支援を行う仕組みを構築

＜支援内容＞

・高度な専門性が必要な事業への支援を実施（橋りょう、トンネル等）

・現在は、令和2年7月豪雨災害の被災市町村へ重点化した支援を実施 （土木技術職員の派遣のほか、県において市町

村の土地区画整理事業や公共土木施設・農地農業用施設の災害復旧事業を実施。また、市町村施設の設計委託・工事発

注の支援を実施）

熊本県

パターン１

（国の地財措置を活用）
パターン２

給与負担

県において負担・支弁

（県に対し普通交付税措置あ

り）

派遣先市町において負担・支弁

定数管理 県において計上 派遣先市町において計上

期 間

２年間

※ただし、全国的な大規模災害

が発生し、被災地への職員

の中長期派遣が必要となる

場合には、短縮する可能性

がある

２年間

形 態

市町に派遣（市町で勤務）

※業務内容等によっては、県土

木事務所等の職員が、市町

と県の両方の業務に従事す

ることも検討

市町に派遣（市町で勤務）

身 分 派遣先市町の身分を併任



11

長野県

＜支援方式＞

県の現地機関である各建設事務所等に技術専門員を配置し、

市町村との窓口対応、市町村への技術的助言・指導

＜支援内容＞

市町村事業の技術的支援、災害査定設計書作成等支援、

助言、現地事務指導、相談等

③市町村への技術的な相談体制の強化

② 市町村事業の受託

＜支援方式＞

市町村からの要請に応じ、協定書を締結した上で、橋りょうやトンネル

等の点検業務を県が受託

＜支援内容＞

積算、設計書作成、発注・契約、監理、受託業者との協議、変更・

精算、検査

和歌山県

＜建設事務所の組織イメージ＞

総務課

維持管理課

整備課

建築課

所長 次長

※ 13カ所の建設事務所にそれぞれ技術専門員１名を配置
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徳島県

＜支援方式＞

令和３年度にグループ名を「積算管理グループ」から「積算・市町支

援グループ」に変更し、技術職員を増員した上で市町支援を担当する

技術職員を配置して体制を強化するとともに、事務分掌上も市町支

援業務を明確に位置付け

＜支援内容＞

県の技術職員が市町で行う工事や測量設計にかかる積算・検査業

務、橋りょう点検業務を支援

香川県

④県建設技術センター等への職員派遣

技術企画課

総務・技術企画グループ
（庶務担当）

総務・技術企画グループ
（技術企画担当）

積算・市町支援グループ

※ 事務分掌上、技術職員２名を
市町支援担当として配置

＜香川県土木部技術企画課の体制＞

＜支援方式＞

県建設技術センターへ県の技術職員を派遣し（県が人件費負担）、市町村支援業務を実施

＜支援内容＞

・市町村が行う建設事業（橋りょう点検等）に対する技術的助言

・市町村職員に対する技術研修 等
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人材ポートフォリオの作成事例

広島県の事例

地方公共団体における人材
マネジメント方策に関する
研究会令和３年度報告書

（Ｒ4.3）（抜粋）
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